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Fig．6．1b観測波形（加速度記録）．2003／12／1312：33発生．東西成分．
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2点同時に観測された震度の個数
境港市東本町 境港市上道町
震度1 3 36
震度2 35 24
震度3 24 8
震度4 7 1
震度5弱 0 0
震度5強 0 0
震度6弱 0 1
震度6強 1 0
Fig．6．2東本町と上道町の震度比較
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7結論
　鳥取県西部地震では、鳥取県西部、島根県東部地域に大きな被害が発生した。本
震時には、震央より約30km離れた境港市で震度6強が計測され、震度異常域が出
現した。震度異常域の出現について近年の内陸地震でも、震央付近で石の跳びや震
災の帯等の強震動として報告されている。これらを総合的に研究した結果、強震動
が発生した領域の直下に、Low　VでLow　Q構造が存在することが分かった。
　境港市の場合、震度異常域が認められた直下の地下構造を求めるため、地震観測
や構造探査等がなされた。余震波形を良く説明できる地下構造モデルを構築し、そ
れについて解析・検証することによって、震度異常域の発生を説明できる地下構造
を求めることができた。この構造の特徴は、米子市より境港市に向かって徐々に深
くなり境水道で急激に浅くなる基盤構造と、震度異常域の南側で震度異常域に向か
って浅くなる表層の存在である。この地下構造モデルによって、震央より離れた地
域でも強震動が発生し、震度異常が引き起こされる現象が説明できた。また、アン
ケート調査による、震度の数百m単位での不均質性も説明できた。地震観測によ
って得られた震度異常域における波形の特徴、及び震度解析によって示された境測
候所の計測震度の特徴も、本論文で得られた地下構造モデルによって説明できるこ
とが分かった。すなわち本論文で得られた構造が、境港市での本震の震度6強、東
西に拡がる震度異常域の発生を良く説明している。
　都市防災と本論文との関係として、研究の対象とした地表での小さなスケールで
の震動特性の違いは、特に都市における地震防災で重要な観点となる。本論文の結
論である地下浅部構造による強震動の励起は、震度予測等において重要な考え方に
なる。防災計画における震度想定は地震想定と浅い地盤構造で議論されているが、
地震波が地下構造により増幅される現象が神戸の震災の帯で議論され、境港市の場
合で明確になり、地表面の震度想定方法の見直しが必要である。すなわち、都市に
おける防災上の観点が、表層地盤のみに視点が注がれる点に警鐘をならす結果だと
判断できる。基盤構造まで含めた詳細な地下構造調査が、都市防災には必要不可欠
である。
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